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  交通体系変革の必要性 
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○超高齢社会の到来 

・高松市では高齢化率が２０％に達し＇H１７（、今後も急速に高齢者の割合が増加すると予測される。 

交通体系に係る高松市の現状 
 
○自動車に依存した交通流動 
○超高齢社会の到来 
○公共交通利用者の減少 
○歩行距離が短い高齢者 
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図 代表交通手段構成比＇全目的（ 

 

 

出典：H２０市民交通意識アンケート調査 

 

自動車が過半数 

○自動車に依存した交通流動 

・市民の交通流動は、自動車が過半数を占め、自動車交通に依存している。 

出典：都市計画マスタープラン関連データ 

Ｈ17 高齢化率 Ｈ32 高齢化率 Ｈ42 高齢化率 

図 高齢化率＇65歳以上（の推移の予測 
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図 市内の公共交通利用者の推移 出典:事業者資料 

○公共交通利用者の減少 

・公共交通の利用者は、電車、バスとも減少する傾向にある。 

 

※2004～2007は 1月～12月、2008は 1～10月の数値 

出典：四国新聞 
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転免許を返納する人の増加が顕著 

図 香川県内運転免許返納状況 

 

○歩行距離が短い高齢者 

・歳をとるにつれて、歩行距離が短くなる。クルマを運転しない人への交通手段＇ちょいのり交通（が必要になる。 
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出典：平成 17年全国都市交通特性調査集計結果 2＇地方都市圏（ 

図 高齢者の徒歩＇補助器具＇杖など（を含む（移動可能距離 

出典：四国公共交通活性化シンポジウム 乗り・ノリ四国 

 

図 交通手段の移動距離と輸送密度 
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・ 高齢者等交通弱者の外出手段が充実 

・ 「中心市街地活性化基本計画」に掲げられた各種施

策等と相まって、中心市街地等で活動する人の増大 

・ 中心市街地の活性化 など 

将

来

の

ま

ち

の

姿 

 

このまま対策を打たない場合に予想される状態 

公共交通ｻｰﾋﾞｽ
の更なる低下 

自動車交通に頼
らざるを得ない 

自動車交通利
用への更なる
依存 

公共交通を利用
しない 

公共交通利用
者の減少 

利用者が尐ないため、
サービス向上が図られ
ない 

負のスパイラル 

 

都心地域周辺部及び郊外部から

都心地域に人を導く環境づくり 

都心地域に住む人、訪れる人が

円滑に移動できる環境づくり 

過度に自動車に依存しない

交通体系への変革が必要 

交通体系変革の必要性 

図 代表交通手段構成比＇全目的（ 

 出典：H２０市民交通意識アンケート調査 
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図 中央商店街通行量の推移 

 

このままいくと・・・ 

これから目指すべきは・・・ 

・ 自動車利用者増加の一方で、高齢者等交通弱者の

移動手段がなくなる 

・ 都市構造の拡散化と、外出しない高齢者等交通弱

者の増加 

・ 中心市街地の衰退 など 

 

公共交通を利用 

 

正のスパイラル 

目指すべき方向性 

公共交通利用
者の増大 

 利用者が多いため、サ
ービスの向上、新たな
投資が可能 

 

公共交通サービ
スの充実 

 

公共交通が利用
しやすい 

 

自動車交通利
用依存からの
脱却 

 

○ 拠点が形成されないスプロール化が進んだまち 

  ⇒公共交通サービスレベルが低下し、衰退が進む 

○ 車でしか移動することのできないまち 

都心地域 
都心地域周辺部 
及び郊外部の拠点 

都心地域周辺部 
及び郊外部の拠点 

集積低下 
活力減 

都心地域からの人口流出 
スプロール化 

現状 
将来 

高松市全体の活力が低下し、中枢・中核拠点都

市としての役割を果たすことができなくなる 

○ 都心地域の集積と周辺の拠点化が進んだまち 

  ⇒公共交通サービスレベルが向上、発展の可能性 

○ 多様な交通手段が有機的に連携したまち 

高松市全体の活力が向上し、中枢・中核拠点都

市としての役割を果たすことができる 

都心地域 
都心地域周辺部 
及び郊外部の拠点 

都心地域周辺部 
及び郊外部の拠点 

拠点の形成 
現状 

将来 

集積強化 
活力増大 
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交通体系の将来イメージ 

【将 来：エコ交通体系のねらい】 
(1)軸：公共交通軸を有効活用し、更なる 

サービスの充実・強化 

(2)拠点：公共交通軸上の拠点を対象とした交通

結節機能の強化 

(3)ｿﾞｰﾝ(都心地域)：回遊性ある都心地域交通

の再構築 

(4)ｿﾞｰﾝ(都心地域周辺部)：自動車から公共交

通、自転車への転換による都心地域周辺部交

通の再構築 

(5)ｿﾞｰﾝ(郊外部)：地域の特性や利用者ニーズ

に見合った郊外部交通の再構築 

 

 【現 状】 
(1)軸：公共交通サービス（特にバス）が都心地域に一極集中 

(2)拠点：自動車から鉄道、バスへの乗り継ぎ＇交通結節機能（が不十分 

(3)ｿﾞｰﾝ(都心地域)：公共交通の回遊性の低下 

(4)ｿﾞｰﾝ(都心地域周辺部)：都心地域へ向かう交通流動の多くは自動車利用 

(5)ｿﾞｰﾝ(郊外部)：都心地域へ向かう交通流動の多くは自動車利用、利用者が少ないバス路線 

エコ交通の実現に向けて・・・ 

（４）都心地域へ向かう

交通流動の多くは 

自動車利用 

（１）都心地域 

に一極集中する 

公共交通サービス 

（２）自動車から

公共交通への転

換が丌十分 

（３）公共交通の回遊性の低下 
（３）公共交通、自転車での 

回遊性ある都心地域交通 

（１）各拠点に公共交通

サービスを集約・強化 

（４）マイカーから公共交

通・自転車への乗り継ぎ 

機能の強化 

（２）拠点整備と 

機能強化 

（５）地域の特性、利用者ニーズ

に見合った郊外部交通 

（５）利用者の少ない

郊外部のバス路線 

【現 状】 【将 来】 

）（上記のピンク色線で囲われている区域は、新都市 OD 調

査の C ゾーンで区切り、概ね都市計画マスタープランに

おける都心地域として設定 

）（また、中心市街地活性化基本計画で示されている範囲を｢

中心市街地＇赤線の区域（｣として設定 

出典：高松市環境配慮型都市交通計画 

 



 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通体系の実現に向けた施策体系 

出典：高松市環境配慮型都市交通計画 

 

＇１（適正かつ合理的な土地利用を
                             誘導する交通体系

１（既存公共交通機関の有効活用

１ 　バス路線網の再編

２ 　コミュニティバスの再編

４ 　パーク＆ライド駐車場の整備

５ 　パーク＆バスライド駐車場の整備

６ 　サイクル＆ライド駐輪場の整備

７ 　サイクル＆バスライド駐輪場の整備

９ 　自転車ネットワークの整備

１０ 　レンタサイクルポート、路上駐輪施設の増設

１１ 　バスの速達性の確保

１２ 　バス利用サービスの向上

１３ 　バス運行時間の延長

１４ 　鉄道、バス等の乗り継ぎの円滑化

１５ 　駐車場の料金対策

１６ 　都心地域および都心地域周辺部への自動車流入規制

１８ 　新交通システム＇ＬＲＴ等（の検討

１９ 　都心地域内の循環バスの導入検討

３

　ＩｒｕCａカードの利用の拡大２０

　モビリティマネジメントの実践２１

　ＣＯ２削減を目指した広報・ＰＲ活動２２

　道路空間の再配分＇中央通り等（

２（マイカーから公共交通利用への転換

３（自転車と公共交通の連携強化

４（自転車利用環境の整備

５（公共交通の利便性の向上

６（都心地域およびその周辺部への
自動車流入の抑制

７（中心市街地の回遊性の向上

８（市民啓発活動の実施

＇２（自動車から公共交通・自転車への転換 
      を促進する環境に配慮した交通体系

＇３（安全で快適に移動できる
　　　　　　　人にやさしい交通体系

＇４（中心市街地の活性化に
　　　　　　　　　　　資する交通体系

＇５（エコ交通体系を
　　　　　実現するための市民啓発

【目指すべきエコ交通体系】 【施策】 【具体的な取組】

＇１（公共交通軸
           ＇鉄道軸、基幹バス軸（の強化

【エコ交通体系の目標】

＇２（主要交通ターミナル、
　　　　　交通結節点の整備と強化

＇３（都心地域交通の再構築

＇４（都心地域周辺部交通の再構築

＇５（郊外部交通の再構築

【ゾーン】

【拠点】

【軸】

１７ 　トランジットモールの導入

８ 　公共交通と連携した自転車の利用促進

戦略交通協議会での検討項目 関連項目 
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出典：高松市環境配慮型都市交通計画 

 

交通体系の方針図 
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（１）都心地域における現状・課題 

 

    交通体系再構築の視点 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

出典：広域行政時代における拠点地域のあり方に関する調査研究＇H20.3（ 抜粋 

 

通勤・通学率10％以上の市町

で構成する都市雇用圏

＇Urban Employment Area（に、

小豆２町、直島町を加えたエリア

７０万人

都市圏

 

 

ＱｏＬの向上 

（住環境の向上） 

緑 水 

街区単位の 

更新・再開発 

グリーンインフラ 

整備事業 

自治体 
税の増収 

（固定資産税） 

交通の収益 
(例)丸亀町町営 
共同駐車場事業 

新しい交通 

（歩きを支援、ちょいのり） 

効果的、効率的な都市の循環サイクル 

これから、限られる行政コスト
の中でまちを維持して行くに

は・・・・ 
 

負担に応じて受益が得られる社会へ投資 

 

持続可能な社会 
 

①都心地域の活力低下 

○社会情勢の変化（従来の強みが相対的に低下） 

広域交通網、情報通信網の発展、グローバル化等 
⇒優位性の低下 

○構造的な問題（従来からの弱み） 

高等教育機関の集積が低い 
地元資本企業の層の薄さ など 

・ 中枢拠点性の低下 

・ 地域経済の活力低下 

・ 若年層の流出 

・ 郊外化・逆都市化の進行と中心市

街地の相対的機能低下 

②まちなか公共交通サービスの動態 

図 各駅乗降客の目的への移動パターン 資料：Ｈ21公共交通利用に関するアンケート 

○ＪＲ高松駅から琴電瓦町駅間の駅の乗降客は中心市街地の広い範囲に目的地を持つ。 

○降車駅から目的地までの交通手段は、各駅とも「徒歩」が多い。また、JR高松駅→琴電高

松築港駅への乗換は約5%(実降車数で拡大すると約670人)、琴電高松築港駅→JR高

松駅への乗換は約 10%(同約 540人)となっている。 

高松市＝高松都市圏(70 万人都市圏)の中核 
四国の発展に寄与する広域拠点 

としての高松都市圏への 

転換が必要 

限られる行政コストの

中でまちを維持してい

くために・・・ 

3.5

5.1

10.8

16.8

11.6

9.1

73.3

58.5

74.8

82.9

81.3

10.0 2.8

6.7

3.0

　 全体
N=2,215

JR高松
 N=689

　築港
 N=400

片原町
 N=398

　瓦町
 N=728

JR 琴電 バス 船舶
タクシー 二輪・原付 自転車 徒歩
その他 無回答

(%)

琴電各駅では、降車後「徒歩」が多い 

JR 高松～築港間
の乗換 

図 降車駅から目的地までの交通手段 

資料：Ｈ21公共交通利用に関するアンケート 



 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○都心地域において、高松市役所～香川大学方面は路線バス１系統のみの運行となっ

ているなど、バス運行サービスの偏りが見られる。 

③都心地域における交通体系再構築の視点 

①主要交通ターミナルである「JR 高松駅」、「琴電瓦町駅」

の交通結節機能強化、JR 高松駅－琴電築港駅等の連携強化 

②財政制約等を踏まえ、既存ストックの有効活用 

③まちなかにおける高齢者等の移動を確保する『ちょいのり交

通』の実現 

④都心地域における回遊性の向上 

交通体系の再構築の視点 

 

都心地域における現状・課題 

 

・ 都心の活力低下 

⇒効果的・効率的な都市の循環サイクルによる持続的発展 

・ まちなか公共交通サービスの動態 

⇒主要交通ターミナル（JR 高松駅、琴電瓦町等）からま

ちなかへの移動需要の多さ 

⇒乗換後の「徒歩」移動の多さ、JR 高松駅⇔琴電高松築

港駅間の流動の多さ 

⇒まちなかの移動における琴電乗降客の少なさ 

・ バス交通の隔りと公共交通丌便地域の存在 

                       等 

図 都心地域における公共交通不便地域 

不便地域 

図 琴電主要駅間の輸送人員 
出典：事業者資料＇Ｈ２０（ 

○琴電の乗降客数は都心地域内での流動が少ない。 

都心地域の 3駅間 

の乗降は尐ない 

都心地域周辺部及び

郊外部と都市地域間

の流動が大きい 



 

8 

＇２（都心地域周辺部および郊外部における現状・課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地区別社会動態（平成 16 年 5 月 17 日 ～ 平成 20 年 4 月 1 日）● 

出典：都市計画マスタープラン 

図 高松市の人口動態 

②高松市における人口動態 

○線引き廃止後、都心地域周辺において、人口の増大傾向が見られる。 

 

・１人あたりが負担するコストが大きい都心地域以外では、行政サービスの効率化が望まれ

る。 

①都心地域との交通流動状況 

○市内のゾーン間の流動において、特に南北軸の自動車交通流動が多く、公共交通機関へ

の利用転換が求められる。 

■市内ゾーン間流動の状況 

都心 
地域 

○市東南部人口 
約 46,363 人 
（約 1.11 倍) 

○市西部人口 
[旧国分寺町含む] 
約 58,581 人 
(約 1.03 倍) 

23,316 
トリップ 

10,276 人/日 
[JR 高徳線,琴電志度線] 

30,631トリップ 

5,493 人/日 
[琴電長尾線] 

6,002人/日 
[JR 予讃線] 
 

26,338 トリップ 

鉄道流動量 

自動車流動量 

人口規模 

市内流動では、
南部～都心間の
流動が大きな 
意味を持つ 

*鉄道流動は乗降人員(H19)、自動車流動は自動
車のゾーン間トリップ(道路交通センサス
H17。営業用、バス、普通貨物、特種車除く。
市南部～都心間の自動車トリップには塩江町
分を除く) 
人口はH20データで、( )内はH12→20の伸び。 

○市南部人口 
[旧香川町,旧香南町, 
旧塩江町含む] 
約 122,813 人 
(約 1.04 倍) 

13,580 人/日 
[琴電琴平線] 
 

53,565 
トリップ 

○市東部人口 
[旧庵治町, 
旧牟礼町含む] 
約 67,403 人 
(約 0.99 倍) 
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③公共交通不便地域の存在 

○サンメッセ香川（香川インテリジェントパーク）周辺地域は、香川大学工学部や高松桜

井高校、高松土木事務所、済生会病院などの公共公益施設が立地し、人口増加傾

向が見られるにもかかわらず、公共交通サービスが脆弱な地域となっている。 

④都心地域周辺部および郊外部における交通体系再構築の視点 

①人口増大・集積が進む地区における公共交通サービスの充実 

②都心地域周辺部および郊外部と都心地域を結ぶ南北公共交通

軸の強化 

③都心地域への自動車流入交通の抑制 

交通体系の再構築の視点 

 

都心地域周辺部および郊外部における現状・課題 

 
・ 都心地域との南北自動車流動の多さ 

・ 人口の増大・人口集積地区の存在 

・ 公共交通丌便地域の存在 

 

公共交通不便地域 

＜サンメッセ香川＇香川インテリジェントパーク（＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川インテリジェントパークでは、「技術・情報・文化の複

合拠点」の形成を目指し、官民一体となって順次施設整備

が進められ、これまで、県立図書館・文書館、サンメッセ香

川、四国工業技術研究所、香川産業頭脳化センター、高温

高圧流体技術研究所、ネクスト香川、FROM 香川が完成す

るとともに、香川大学工学部キャンパスや多くの民間研究

所も完成し、産学官の集積が図られています。 
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（１）琴電軌道への新交通システム導入を視野に入れた交通戦略プラン 

 

 

  将来都市構造を支える交通戦略プラン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

過度に自動車に依存しない交通体系の実現 

高松市全体が目指す交通施策の方向性 
 

琴電軌道への新交通システム等の導入検討で、南北公共交通軸の抜本的見直しを図る 
 

臨港地区 
[サンポート] 

商業ゾーン 
[商店街] 

業務ゾーン 

大学 
図書館等 

琴電 
片原町駅 

琴電 
瓦町駅 

JR 
高松駅 

将来プロジェクト
に対応した新交通
システムの導入 

都心地域内での移
動を支える 新交通
システムの導入 

結節機能
強化 

琴電 
高松築港駅 

結節機能
強化 

県立中央病院 
移転計画地 

JR 高松駅～仏生山

駅間で南北公共交通

の基軸を確立 

琴電 
仏生山駅 

地域交流拠点
の形成 

琴電 

空港通り駅 

郊外部 

南北軸との効果的な連
携（郊外部の公共交通
サービスの充実） 

・ 都心地域周辺部及び郊外部から都心地域に人を導

く環境づくり 

・ 都心地域に住む人、訪れる人が円滑に移動できる環

境づくり 

・  
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（２）交通体系再構築のイメージ 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都 心 地 域 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 都心地域及び周辺部における交通体系の目指すべき方向性 
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＇１（社会実験を経てステップアップする段階的展開

の必要性 

 

  交通戦略プランの実現に向けた段階的展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期施策 

【ステージ②】 
一定の時間をかけれ

ば、比較的実現可能

性が高い施策 
交
通
戦
略
プ
ラ
ン
の
実
現 

検証 
社会実験、定期的調査等による可能性・効果の確認 

調整 
事業者等との調整 

計画 
優先順位等の検討、具体的施策内容の検討 

長期施策 

【ステージ③】 
十分な検証・調整を経

て、最終的に実現を目

指す施策 

短期施策 

【ステージ①】 
既存ストックを活かす

など、まずできること、

費用や調整が比較的

容易な施策 

高松市が目指す交通体系の実現に向けて、計画の妥当性等を確認する社会実験を行う。 

この実験を踏まえ、計画のフィードバックを行うとともに、実現可能な施策を見極め、段階的に施策を実施する。なお、この段階的な展開に

ついても、検証、調整、計画（PDCAサイクル）を踏まえて推進する必要がある。 
 

社会実験 

【ステージ０】 

 

 

 

 

 
以降のステージ

の 展 開 に 向 け

て、計画の妥当

性等を確認 
 

実験結果を踏まえて 

フィードバック 

４ 

高
松
市
が
目
指
す
交
通
体
系
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
、
体
系
、
計
画
内
容
等
の
検
討 
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想定時期 
H22～ 
・H22：計画内容検討 ・H23：社会実験等 
・H24～：施策の具体的実施 ・施策実施後３ヵ年程度：施策の検証 

施策の内容
と主たる目的 

① まちなか公共交通＇循環バス等（の導入 
⇒まちなか公共交通の充実、バスサービスの充実・再
編 

② 南北鉄道軸とインテリジェントパーク周辺地区
等の連絡強化＇バス等（ 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共交通サービスの
強化 

⇒南北公共交通軸の強化 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部＇インテリジェントパ
ーク周辺地区等（におけるパークアンドライド駐
車場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑制 

④ 現軌道を活かした LRT の導入＇仏生山～高松
築港（ ⇒南北公共交通軸の強化、交通結節機能の強化 

⑤ 琴電の複線化＇仏生山まで（ 

⑥ LRTの JR高松駅への延伸 
⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR高松駅間の結節機能の強化 
⇒本町交差点の解消 

⑦ LRTの延伸＇県立中央病院方面（ ⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑧ まちなか循環新交通システム網の形成 ⇒まちなか公共交通の更なる充実＇定時性の確保等（ 

対策の検証 
・南北公共交通＇琴電（の利用状況 ・まちなか公共交通＇循環バス等（の利用状況 
・都心地域への自動車交通の流入状況＇パークアンドライド駐車場の利用状況（ 

残る主な課
題 

・琴電高松築港駅～JR高松駅等の結節 
・本町交差点の解消 ・県立中央病院等へのアクセス ・高松海岸線など関連事業の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＇２（各段階＇ステージ（の考え方 

 
ステージ①のイメージ 

（旧ＣＡＳＥ１ベース） 
琴電の運行を現状のまま維持、

高松築港～仏生山間で LRV 運行 

JR 
高松駅 

琴電＋ LRV
の混合運行 

長尾線 

琴平線 

仏生山駅 

瓦町駅 

高松 
築港駅 

凡例 

       ステージ①での施策 

       ステージ②での施策 

       ステージ③での施策 

 

ステージ① 既存ストックを活かした当面の課題解決段階 

都 心 地 域 ①まちなか公共交通＇循
環バス等（の導入 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 

P&R 
ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ等 

P&R 

C&R 

LRT導入による新駅設置 

③仏生山駅周辺及び郊外部＇インテリ
ジェントパーク周辺地区等（における
パークアンドライド駐車場等の整備 

②南北鉄道軸とインテリジェン
トパーク周辺地区等の連絡
強化＇バス等（ 

④現軌道を活かした LRTの導入
＇仏生山～高松築港（ 

⑤琴電の複線化＇仏生山まで（ 
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想定時期 ステージ①と同時ないし以降 

施策の内容
と主たる目的 

① まちなか公共交通＇循環バス等（の導入 ⇒まちなか公共交通の充実、バスサービスの充実・再編 

② 南北鉄道軸とインテリジェントパーク周辺地区
等の連絡強化＇鉄軌道等（ 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共交通サービスの
強化 

⇒南北公共交通軸の強化 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部＇インテリジェントパー
ク周辺地区等（におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑制 

④ 現軌道を活かした LRT の導入＇仏生山～高松
築港（ ⇒南北公共交通軸の強化、交通結節機能の強化 

⑤ 琴電の複線化＇仏生山まで（ 

⑥ LRTの JR高松駅への延伸 
⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR高松駅間の結節機能の強化 
⇒＇本町交差点の解消（導入ルートによる 

⑦ LRTの延伸＇県立中央病院方面（ ⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑧ まちなか循環新交通システム網の形成 ⇒まちなか公共交通の更なる充実＇定時性の確保等（ 

対策の検証 

・高松築港駅～JR高松駅等間の流動 
・南北公共交通＇琴電（の利用状況 
・都心地域への自動車交通の流入状況＇パークアンドライド駐車場の利用状況（ 
・まちなか公共交通＇循環バス等（の利用状況 

残る主な課
題 

・まちなか公共交通の更なる充実＇定時性の確保等（ 

ステージ② 効果的な個別施策の実施段階 

 ステージ②のイメージ 

（旧ＣＡＳＥ２ベース） 
琴電の運行を現状のまま維持、

JR 高松駅まで LRV を運行 

琴電＋ LRV
の混合運行 

仏生山駅 

瓦町駅 

長尾線 

琴平線 

JR 
高松駅 

高松 
築港駅 

凡例 

       ステージ①での施策 

       ステージ②での施策 

       ステージ③での施策 

 

都 心 地 域 
①まちなか公共交通＇循
環バス等（の導入 

⑦LRT の延伸＇県立
中央病院方面（ 

⑥LRTの JR高松駅へ
の延伸 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 

P&R 

②南北鉄道軸とインテリジェン
トパーク周辺地区等の連絡
強化＇鉄軌道等（ 

C&R 

LRT導入による新駅設置 

P&R 
ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ等 

③仏生山駅周辺及び郊外部＇インテリ
ジェントパーク周辺地区等（における
パークアンドライド駐車場等の整備 

④現軌道を活かした LRTの導入
＇仏生山～高松築港（ 

⑤琴電の複線化＇仏生山まで（ 
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想定時期 長期的将来 

施策の内容
と主たる目的 

① まちなか公共交通＇循環バス等（の導入 ⇒まちなか公共交通の充実、バスサービスの充実・再編 

② 南北鉄道軸とインテリジェントパーク周辺地区等
の連絡強化＇鉄軌道等（ 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共交通サービスの
強化 

⇒南北公共交通軸の強化 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部＇インテリジェントパー
ク周辺地区等（におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑制 

④ 現軌道を活かした LRT の導入＇仏生山～高松
築港（  

⇒南北公共交通軸の強化、交通結節機能の強化 
⑤ 琴電の複線化＇仏生山まで（ 

⑥ LRTの JR高松駅への延伸 
⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR高松駅間の結節機能の強化 
⇒＇本町交差点の解消（導入ルートによる 

⑦ LRTの延伸＇県立中央病院方面（ ⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑧ まちなか循環新交通システム網の形成 ⇒まちなか公共交通の更なる充実＇定時性の確保等（ 

対策の検証 － 
残る主な課
題 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージ③ 目指すべき交通体系の最終的実現段階 

凡例 

       ステージ①での施策 

       ステージ②での施策 

       ステージ③での施策 

 

 
ステージ③のイメージ 
（旧ＣＡＳＥ６ベース） 

琴電を仏生山止めとし JR 高松

～仏生山間を完全 LRT 化 

超長期的に、まちなかを循環す

る新交通システム網の形成 

長尾線 

琴平線 

仏生山駅 

高松 
築港駅 JR 

高松駅 

瓦町駅 

都 心 地 域 
①まちなか公共交通＇循
環バス等（の導入 

⑧まちなか循環新交通
システム網の形成 

⑥LRTの JR高松駅へ
の延伸 

⑦LRT の延伸＇県立
中央病院方面（ 

都心地域～都心地域周辺部および郊外部 
 

P&R 

②南北鉄道軸とインテリジェン
トパーク周辺地区等の連絡
強化＇鉄軌道等（ 

C&R 

LRT導入による新駅設置 

④現軌道を活かした LRTの導入
＇仏生山～高松築港（ 

⑤琴電の複線化＇仏生山まで（ 

P&R 
ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ等 

③仏生山駅周辺及び郊外部＇インテリ
ジェントパーク周辺地区等（における
パークアンドライド駐車場等の整備 
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ステージ ステージ１：既存ストックを活かした当面の課題解決段階 ステージ 2：効果的な個別施策の実施段階 ステージ 3：目指すべき交通体系の最終的実現段階 

想定時期 
H22～ 
・H22：計画内容検討 ・H23：社会実験等 
・H24～：施策の具体的実施 ・施策実施後３ヵ年程度：施策の検証 

ステージ①と同時ないし以降 長期的将来 

施策の内容
と主たる目的 

① まちなか公共交通＇循環バス
等（の導入 

⇒まちなか公共交通の充実、バスサ
ービスの充実・再編 

① まちなか公共交通＇循環バス等（
の導入 

⇒まちなか公共交通の充実、バスサ
ービスの充実・再編 

① まちなか公共交通＇循環バス等（
の導入 

⇒まちなか公共交通の充実、バスサ
ービスの充実・再編 

② 南北鉄道軸とインテリジェント
パーク周辺地区等の連絡強
化＇バス等（ 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公共
交通サービスの強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

② 南北鉄道軸とインテリジェントパ
ーク周辺地区等の連絡強化＇鉄
軌道等（ 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公
共交通サービスの強化 

⇒南北公共交通軸の強化 

② 南北鉄道軸とインテリジェントパ
ーク周辺地区等の連絡強化＇鉄
軌道等（ 

⇒都心地域周辺部及び郊外部の公
共交通サービスの強化 

⇒南北公共交通軸の強化 
③ 仏生山駅周辺及び郊外部＇イ
ンテリジェントパーク周辺地区
等（におけるパークアンドライ
ド駐車場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入抑
制 

③ 仏生山駅周辺及び郊外部＇イン
テリジェントパーク周辺地区等（
におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入
抑制 

③ 仏生山駅周辺及び郊外部＇イン
テリジェントパーク周辺地区等（
におけるパークアンドライド駐車
場等の整備 

⇒都心地域への自動車交通の流入
抑制 

④ 現軌道を活かした LRT の導
入＇仏生山～高松築港（ ⇒南北公共交通軸の強化、交通結節

機能の強化 

④ 現軌道を活かした LRT の導入
＇仏生山～高松築港（ ⇒南北公共交通軸の強化、交通結

節機能の強化 

④ 現軌道を活かした LRT の導入
＇仏生山～高松築港（ ⇒南北公共交通軸の強化、交通結

節機能の強化 
⑤ 琴電の複線化＇仏生山まで（ ⑤ 琴電の複線化＇仏生山まで（ ⑤ 琴電の複線化＇仏生山まで（ 

⑥ LRTの JR高松駅への延伸 

⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR高松駅間の結節機
能の強化 

⇒本町交差点の解消 

⑥ LRTの JR高松駅への延伸 

⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR 高松駅間の結
節機能の強化 

⇒本町交差点の解消＇導入ルートに
よる（ 

⑥ LRTの JR高松駅への延伸 

⇒南北公共交通軸の強化 
⇒高松築港駅～JR高松駅間の結節
機能の強化 

⇒本町交差点の解消＇導入ルートに
よる（ 

⑦ LRT の延伸＇県立中央病院方
面（ 

⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑦ LRT の延伸＇県立中央病院方
面（ 

⇒公共公益施設へのアクセス強化 
⑦ LRT の延伸＇県立中央病院方
面（ 

⇒公共公益施設へのアクセス強化 

⑧ まちなか循環新交通システム
網の形成 

⇒まちなか公共交通の更なる充実＇定
時性の確保等（ 

⑧ まちなか循環新交通システム網
の形成 

⇒まちなか公共交通の更なる充実
＇定時性の確保等（ 

⑧ まちなか循環新交通システム網
の形成 

⇒まちなか公共交通の更なる充実
＇定時性の確保等（ 

対策の検証 

・南北公共交通＇琴電（の利用状況 
・まちなか公共交通＇循環バス等（の利用状況 
・都心地域への自動車交通の流入状況＇パークアンドライド駐車場の利用
状況（ 

・高松築港駅～JR高松駅等間の流動 
・南北公共交通＇琴電（の利用状況 
・まちなか公共交通＇循環バス等（の利用状況 
・都心地域への自動車交通の流入状況＇パークアンドライド駐車場の利用
状況（ 

－ 

残る主な課
題 

・琴電高松築港駅～JR高松駅等の結節 
・本町交差点の解消 
・県立中央病院等へのアクセス ・高松海岸線など関連事業の整備 

・まちなか公共交通の更なる充実＇定時性の確保等（ － 

対策の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参考資料３（段階的展開のまとめ ＇３（段階的展開のまとめ 

中心市街地 

⑤連絡強化＇バス
等（ 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

①現軌道を活かした LRT の
導入＇4箇所の新駅設置（ 

②琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

JR高松 

高松築港 

片原町 

④まちなか公共交通
＇循環バス等（の導入 

中心市街地 

⑤連絡強化＇鉄軌
道等（ 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

①現軌道を活かした LRT の
導入＇4箇所の新駅設置（ 

②琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

JR高松 

片原町 

④まちなか公共交通
＇循環バス等（の導入 

⑦LRTの延伸 

高松築港 

⑥LRTの延伸 中心市街地 

②連絡強化＇バス
等（ 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

④現軌道を活かした LRT の
導入＇4箇所の新駅設置（ 

⑤琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

JR高松 

高松築港 

片原町 

①まちなか公共交通
＇循環バス等（の導入 

中心市街地 

⑤連絡強化＇鉄軌
道等（ 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

①現軌道を活かした LRT の
導入＇4箇所の新駅設置（ 

②琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

④まちなか公共交通
＇循環バス等（の導入 

⑧まちなか循環新交通
システム網の形成 

JR高松 

片原町 

高松築港 

⑦LRTの延伸 

⑥LRTの延伸 中心市街地 

②連絡強化＇鉄軌
道等（ 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

④現軌道を活かした LRT の
導入＇4箇所の新駅設置（ 

⑤琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

⑧まちなか循環新交通
システム網の形成 

JR高松 

片原町 

高松築港 

⑦LRTの延伸 

⑥LRTの延伸 

①まちなか公共交通
＇循環バス等（の導入 

中心市街地 

②連絡強化＇鉄軌
道等（ 

郊外部 
インテリジェント
パーク周辺等 

県立中央 
病院方面 

④現軌道を活かした LRT の
導入＇4箇所の新駅設置（ 

⑤琴電の複線化 

仏生山 

瓦町 

③パークアンドライド
駐車場等の整備 

JR高松 

①まちなか公共交通
＇循環バス等（の導入 

⑦LRTの延伸 

高松築港 

⑥LRTの延伸 

片原町 
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＇１（社会実験の必要性とねらい 

 

  社会実験の内容（案）および今後の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

５ 

 

● ニーズの把握 

 

 

 

 

 

 

 

● 需要の把握 

 

 

 

● 他の交通機関への影響 

 

社会実験のねらい 

・ 求められている交通サービスの役割・機能は何か 

 定時性、安心感、バリアフリー性、わかりやすさ  等 

 

・ 求めるサービスの具体的内容は何か＇課題は何か（ 

 自動車の抑制、乗換、料金に対する抵抗感  など 

 望まれるルートはどこか＇回遊すべき対象施設（ 

 乗降場の距離間隔 

 サービスの時間帯、運行間隔 など 

・ どの程度の利用者が見込まれるか 

 実験での利用者数 

 将来の利用意向、転換するための条件 など 

・ どの程度の利用者が見込まれるか 

 鉄道利用者数、周辺道路の状況＇渋滞、旅行速度など（、歩

行者交通量 など 

 実験施策の速度、所要時間など＇上記に併せて状況把握（ 

意 向 調 査 

意 向 調 査 

利 用 実 態 調 査 

意 向 調 査 

周 辺 実 態 調 査 等 

社会実験とは、新たな施策の展開や円滑な事業執行のため、社会的に大きな影響

を与える可能性のある施策の導入に先立ち、場所や期間を限定して施策を実際に試

行・評価する取組のことを言う。 

地域が抱える課題の解決に向け、関係者や地域住民が施策を導入するか否かの

判断に役立てることが出来る。 

本検討においては、高松市が目指す交通体系の実現に向けて必要と考えられる

各種施策について、主要なもの等を取り上げ、実際に試行的に実施することで、施策

の妥当性、実現可能性、課題の把握等を行うものである。 

社会実験の結果＇検証結果（を受け、施策の実現化を目指すものである。 

【ポイント】 

※ 各施策の影響・効果等を明確にするため、目的を絞って実施する。 

※ 社会基盤の整備状況等の周辺環境の状況等を踏まえ、段階的に実施する。 

①社会実験とは 

②本検討における社会実験の位置付け 

③社会実験の基本的考え方とねらい 

各種施策（計画） 

高松市が目指す交通

体系の実現に向けて

必要と考えられる取組 

社 会 実 験 

施策の妥当性、実現

可能性、課題の把握

等 

施策の実現化 

ステージ１からの展開

など 

主
要
な
施
策
等 

実
験
の
検
証 

周 知 ・ 啓 発 

交通体系変革の必要性等

について、市民への周知・

啓発活動を実施 

※社会実験前に実施 

＇その後の継続実施も重要（ 

ねらいと実施可能時期を見定めて段階的に実施 

第一期：平成 23年ごろ（案） 
主に南北軸を中心に公共交通の変革の可能性
を検討＇新交通システムの導入等の検討（ 

第二期  
主に都心地域への流入抑制施策導入の可能性
を検討 

過度に自動車に依存しない交通体系 

都心地域周辺部及び郊
外部から都心地域に人を
導く環境づくり 

 

都心地域に住む人、訪れ
る人が円滑に移動できる
環境づくり 

 
 

・ 中心市街地の活性化に寄与し、住む人、訪れる人が

商業施設、業務施設等を回遊できる環境の形成 

・ 都心地域～都心地域周辺部及び郊外部をつなぎ、円

滑に移動できる環境の形成 

・ 公共交通不便地域等の移動環境の向上 

・ 都心地域の交通問題（渋滞等）の解消に寄与する流

入の抑制 

・  

 
 

基本的考え方 

社会実験の実施に向けては、行政・交通事業者・市民および関係者が協力

し取り組んでいくことが、本市が目指す交通体系の実現につながる 
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＇２（社会実験の内容＇案（ 

 

①社会実験のメニューと実施箇所 

都心地域内駐車場料金施策 

（駐車場マネジメント） 

都心地域への自動車流入抑制 

パーク＆バスライド 

都心地域への自動車流入抑制 

パーク＆バスライド等 

都心地域への自動車流入抑制 

※ 

パーク＆レールライド 

都心地域への自動車流入抑制 

通勤ラッシュ時における上

り車線の交通規制 

都心地域への自動車流入抑制 

パブリックレーンの設置 

都心地域内での回遊環境の向上 

都心地域への自動車流入抑制 

都心地域循環バス 

都心地域内での回遊環境の向上 

パーク＆レールライド 

都心地域への自動車流入抑制 

※ 
パーク＆レールライド 

都心地域への自動車流入抑制 

※ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：高松市環境配慮型都市交通計画 
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②個別施策の内容 

1） 都心地域循環バス 【第一、二期】 

 

 

 

 

 

 

実験の位置付け 都心地域内での回遊環境の向上 

実験の概要 
主要な鉄道駅、施設等を巡る循環バスを走らせ、中心市街地の回遊性向上、まち

なかでの公共交通利便性の向上を図る。 

実施箇所 

【ルート（案）】 

・ 既存の路線バスが多いルートをできるだけ避け、短いバス停間隔で身近なサ

ービスを提供する循環バスを運行する。 

○丌便地域ルート 

・ 既存のバス路線が尐なく、周辺に大学、盲学校、医院等が立地している地区を

中心に循環バスを運行する。 

○まちなかルート 

・ 業務施設、医療施設、商業施設等が集積する地区を中心に、循環バスを運行

する。 

【バス停設置の考え方】 

・ 高齢者の 90%が抵抗感無しで歩ける距離 100m 程度の間隔でバス停を配置す

る。 

 

 

 

 

 

 

 
出典：バスサービスハンドブック 

実施時期・期間 
・ 【第一期】平成２３年ごろ／【第二期】 

・ 3～6 ヶ月程度 

検証の内容・方法 

□ 意向調査 

・ 満足度、課題、転換意向等＇利用者、買い物客、通勤客等（ 

・ 望まれる運用＇ルート、乗り降り位置など（ 

□ 利用実態調査 

・ 周遊バス利用者数＇乗降箇所別（ 

□ 周辺実態調査 

・ 歩行者交通量、自転車交通量等 

備考 

※市民に分かりやすく利用していただけるよう、駅南に既存のバス乗り場と別に

実験用のバス乗り場を設置することも考えられる。 

※利用促進施策として、商店の買い物割引なども併せて実施することも考えられ

る。 

抵抗を感じない距離 

条件 
一般的な人 

歩行速度 80m／分 

高齢者等 

歩行速度 40m／分 

90％の人が抵抗感なし＇約 3.5分（ 300ｍ 100ｍ 

大きな荷物がある＇約 2分（ 150ｍ 80ｍ 

雨＇約 2分（ 150ｍ 10ｍ 
 

■循環バスルート案 

 

出典（施設位置）：高松市中心市街地活性化基本計画 
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2） パーク＆レールライド等 【第一期】  

 
 実験の位置付け 都心地域への自動車流入抑制 

実験の概要 

都心地域周辺部または郊外部に駐車場を設け、鉄道で都心地域へ利用者を運ぶ

ことにより、都心地域への自動車流入を抑制する。 

 

 

 

 

 

 

 

実施箇所 

【選定条件】 

・ 乗換効果が期待できる距離として、中心部（ＪＲ高松駅）から５ｋｍ圏外

に位置する鉄道駅 

・ 背後に利用が期待される人口集積を抱える箇所 

・ 既存施設の駐車場、空閑地等を活用して、一定の規模の駐車場が確保可能

と考えられる箇所 

【実施箇所（案）】 

インテリジェントパークからのパーク＆バスライド（サイクルライド）およびレールライド 

○太田駅（琴電琴平線）および水田駅（琴電長尾線）【第一期】 

・ 流動の多い南北軸に結節 

・ インテリジェントパーク周辺に、人口が増加している背後圏を抱える 

※インテリジェントパーク周辺から太田駅、水田駅周辺等へ、自転車で移動するサイ

クルライドの実施も考えられる。 

パーク＆レールライド 

○大町駅（琴電志度線）【第一期】 

・ 牟礼支所周辺に一定規模の駐車場が近接する 

※JR、琴電各駅で、パーク＆レールライド実施可能箇所について検討 

実施時期・期間 
・ 【第一期】平成２３年ごろ 

・ 1～3 ヶ月程度 

検証の内容・方法 

□ 意向調査 

・ 満足度、課題、転換意向等 

□ 利用実態調査 

・ 鉄道利用者数 

・ パーク＆レールライド等利用者数 

□ 周辺実態調査 

・ 都心地域および周辺部自動車交通量、渋滞長、旅行速度等 

備考 
※利用促進施策＇料金に対する抵抗の検証（として、電車利用料金や駐車料金の

無料化＇割引（も併せて実施することも考えられる。 

■パーク＆レールライド駐車場（案） 

 

参考資料：高松市環境配慮型都市交通計画 

 

太田駅 
【第一期】 

駐車場：インテリジェントパーク周辺 

水田駅 
【第一期】 

大町駅 
【第一期】 

   駐車場つきパーク＆ライド鉄道駅 

   駐車場なしパーク＆ライド鉄道駅 
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3） パブリックレーンの設置（道路空間の再配分） 【第一、二期】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験の位置付け 
都心地域内での回遊環境の向上 

都心地域への自動車流入抑制 

実験の概要 

主要な道路において、公共的な交通＇バス、タクシー（のための専用レーン＇パブリ

ックレーン（を設置し、公共的な交通の定時性、速達性を確保する。併せて、自転

車による都心地域への移動を促進する。 

実施箇所 

【区間（案）】 

中央通り（サンポート～上天神交差点） 

・ 現状 6車線のうち、両側１車線をパブリックレーンとする。 

・ 自転車専用レーン設置区間＇～上天神交差点（と併せた区間とし、自転車を手

段とした流入も含めた都心地域～都心地域周辺部を結ぶ主要軸とする。実験

期間中に、自転車の地下による交差点横断箇所を地上部で横断可能とする実

験を行うことも考えられる。 

 

 

 

 

 

現状 

 

 

 

 

 

実験期間中 

 

 

実施時期・期間 
・ 【第一期】平成２３年ごろ／【第二期】 

・ 1週間～１ヵ月程度＇金曜のみとするなど、時期を限定することもありうる（ 

検証の内容・方法 

□ 意向調査＇循環バス利用者対象（ 

・ 満足度、課題等＇利用者、買い物客、通勤客等（ 

・ 望まれる運用＇ルート、区間など（ 

□ 周辺実態調査 

・ 都心地域および周辺部自動車交通量、渋滞長、旅行速度等 

・ 自転車交通量等 

備考 
※高松坂出有料道路の無料化や＇都（福岡三谷線の供用、また、大型車の自主

的な通行抑制等により、中央通りの交通負担は軽減されると考えられる。 

 

整備済

自転車道整備
五番町西宝線
H22～23年度整備予定

外側部のカラー化
H22～24年度整備予定
中央商店街

自転車ネットワーク図 

社会実験の概要 
■実験期間：平成 21年 2月 2日(月)～2月

22日(日) 21日間 
■実験内容：車道を｢４車線→２車線｣にして
車道上に自転車道を仮設＇0.6ｋｍ（ 

自転車道整備の概要 
○整備期間：平成 22年度～23年度 
○整備内容：車道を｢４車線→２車線｣にして
車道上に自転車道を整備＇1.8ｋｍ（ 

 
 

22.0m 

 

停車帯 停車帯 

 

防護柵、縁石で車道と分離します。 

2.75m 3.25m*2 3.25m*2 2.75m 

2.75m 2.75m 
2.0

m 

2.0

m 
1.5

m 

1.5

m 

3.25m 3.25m 

参考 自転車レーン設置に向けた高松市の取組 

高松市では平成 22～23 年度に、市道五番町西宝線にお

いて、自転車レーンの設置を予定している。 

■パブリックレーン設置位置（案） 

 
サンポート 

上天神交差点 

五色台、 

中讃地域 

高
松
中
央
Ｉ
Ｃ 

高松坂出道路の無料化（Ｈ22年度末予定） 
高松市街地～中讃地域間の移動において、高

松坂出道路の無料化に伴い、中央通り＇国道 11

号（の交通負荷は軽減される。 

（都）福岡三谷線の供用 
（Ｈ22年度末予定） 

ミッシングリンク部分が開通されること

により、高松中央ＩＣのアクセスが向上

するため、中央通り＇国道 11号（と同じ

く、南北の幹線道路として期待される。 
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4） パーク＆バスライド 【第二期】 
 

 

 

実験の位置付け 都心地域への自動車流入抑制 

実験の概要 

都心地域周辺部または郊外部に駐車場を設け、専用シャトルバスで都心地域へ

利用者を運ぶことにより、都心地域への自動車流入を抑制する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施箇所 

【選定条件】 

・ 乗換効果が期待できる距離として、中心部（ＪＲ高松駅）から５ｋｍ圏外

に位置する箇所。 

・ 都心地域への移動が容易な幹線道路周辺に位置する施設。 

・ 利用可能な店舗附属駐車場や公共施設等附属駐車場など。特に協力が得ら

れる可能性が高い、公共施設等の附属駐車場から選定。 

【実施箇所（案）】 

ウィンズ高松（JRA） 

・ 国道１１号に隣接し、都心地域まで幹線道路でアクセス可能 

・ 公共的駐車場＇農水省所轄（であり、協力を得られる可能性あり 

・ 平日＇競馬開催以外の日（には、約１０００台の駐車場が利用されていない 

実施時期・期間 
・ 【第二期】 

・ 1 ヶ月程度＇平日（ 

検証の内容・方法 

□ 意向調査 

・ 満足度、課題、転換意向等 

□ 利用実態調査 

・ パーク＆バスライド利用者数 

□ 周辺実態調査 

・ 都心地域および周辺部自動車交通量、渋滞長、旅行速度等 

備考 

※利用促進施策＇料金に対する抵抗の検証（として、バス利用料金や駐車料金

の無料化＇割引（も併せて実施することも考えられる。 

※ウィンズ高松＇JRA（で実施する場合、都心地域へのバスの移動を優先する「3（

パブリックレーンの設置＇道路空間の再配分（」と併せて実施することも効果的

であり、第一期での実施も含めて、今後検討・調整する。 

 

公共施設等附属駐車場 民間施設附属駐車場 

１ 国分寺支所 ５ パワーシティ・レインボー店 12 ナカイ香川店 

２ 西部運動センター ６ ダイキ one川島 13 ダイキ香川町店 

３ ウインズ高松（ＪＲＡ） ７ マルナカ屋島店 14 マルヨシセンター川東店 

４ サンメッセ香川 ８ サニーマート円座店 15 イオン高松ショッピングセンター 

  

９ ムーミー太田店 16 西村ジョイ 

10 コープ牟礼 17 ゆめタウン 

11 キョーエイ空港店   
出典：高松市環境配慮型都市交通計画 

■パーク＆バスライド駐車場候補（案） 

 

実験実施候補地： 

ウィンズ高松＇JRA（ 
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5） 通勤ラッシュ時における上り車線の交通規制 【第二期】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験の位置付け 都心地域への自動車流入抑制 

実験の概要 

「第１段階」 

・ エコ金デーと連携し、都心地域への通勤目的の自動車利用（都

心地域への流入）を抑制する。（都心から約 2.5kmの地点で、

片側に複数車線を有する幹線道路について、金曜日の朝 7：00

～8：30の間、上り車線をそれぞれ 2 車線に絞る交通規制を行

う。） 

「第２段階」 

・ 第１段階を２ヶ月以上継続実施した後、平日５日間連続の規制

に強化する。（２週間程度、時間帯 6：30～8：30を含む） 

実施箇所 都心から約 2.5kmの地点で、片側に複数車線を有する幹線道路 

実施時期・期間 
・ 【第二期】 

・ 金曜：２ヶ月以上＋平日：２週間程度 

検証の内容・方法 

□ 意向調査＇自動車通勤者に対して（ 

・ 満足度、課題、転換意向等 

□ 公共交通機関利用実態調査 

・ ＪＲ、琴電利用者数 

□ 周辺実態調査 

・ 都心地域および周辺部自動車交通量、渋滞長、旅行速度等 

備考 

※鉄道事業者に対する終電延長の協力要請など、関連施策を併せ

て実施する必要がある。 

※社会実験実施期間中に、中央通りにおけるカーフリーデーを併せ

て開催することも考えられる。 

■規制箇所（案） 

 

交通規制・略図 

上り 下り 



 

24 

6） 都心地域内駐車場料金施策（駐車場マネジメント） 【付加施策】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験の位置付け 都心地域への自動車流入抑制 

実験の概要 

都心地域内の駐車場の料金に抵抗＇利用不可とする、または料金を高く設定（を

加え、都心地域での自動車利用＇都心地域への流入（を抑制する。＇他の流入抑

制施策に付加的に実施（ 

実施箇所 都心地域内の公共＇県営・市営（駐車場＇協力が得られれば民間駐車場も含む（ 

実施時期・期間 
・ 【第二期】またはそれ以降 

・ 1週間程度 ＇駐車場との協議による（ 

検証の内容・方法 

□ 意向調査＇駐車料金を高く設定する場合に利用者に対して（ 

・ 満足度、課題、転換意向等 

□ 利用実態調査＇駐車料金を高く設定する場合に（ 

・ 駐車場利用台数 

□ 周辺実態調査 

・ 都心地域および周辺部自動車交通量、渋滞長、旅行速度等 

備考 
※「5（通勤ラッシュ時における上り車線の交通規制」等と併せて、都心地域への

流入抑制施策をさらに強化するものとして実施する。 

■対象駐車場（案） （都心地域の公共駐車場） 

 

他の流入抑制施策と併せて実施 
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③社会実験の実施内容＇案（ ＇全体整理（  

 

 

 

 

 

スケジュール 実験メニュー 実験の位置付け 実験の概要 実施箇所 実施期間 検証の内容 他の施策との関連 

第一期 
平成２３年ごろ 
※ 主に南北軸を中

心に公共交通の

変革の可能性を

検討＇新交通シ

ステムの導入等

の検討（ 

1） 都心地域循

環バス  

都心地域内での

回遊環境の向上 

主要な鉄道駅、施設等を巡る循環バスを走ら
せ、中心市街地の回遊性向上、まちなかでの
公共交通利便性の向上を図る。 

不便地域ルート／まちなかル

ート 

＇100m 程度の間隔でバス停

を配置（ 

3～6 ヶ月程度 

・ 満足度、課題、転換意向等＇利用者、
買い物客、通勤客等（ 

・ 望まれる運用＇ルート、乗り降り位置な
ど（ 

・ 周遊バス利用者数＇乗降箇所別（ 
・ 歩行者交通量、自転車交通量等 

○ 主に鉄道を手段とした都心地域へ
の自動車流入抑制策の検証 

○ 都心地域内の回遊策の検証 
 
○ 新交通導入可能性検討（都心地
域内／都心地域～都心地域周辺部
等／都心地域周辺部等） 

 
※各施策の実施時期や期間のずれがあ
るため、施策のあるなしで調査を行い、
それぞれの施策の有効性を検証する。 

2）  パーク＆レ

ールライド等 

都心地域への自

動車流入抑制 

都心地域周辺部または郊外部に駐車場を設
け、鉄道で都心地域へ利用者を運ぶことによ
り、都心地域への自動車流入を抑制する。 

○パーク＆バスライド＇サイク

ルライド（およびレールラ

イド 
・ 太田駅＇琴電琴平線（ 
・ 水田駅＇琴電長尾線（ 
○パーク＆レールライド 
・ 大町駅＇琴電志度線（ 
※JR、琴電各駅でパーク＆

レールライド実施可能箇

所について検討 

1～3 ヶ月程度 

・ 満足度、課題、転換意向等 
・ 鉄道利用者数 
・ パーク＆レールライド等利用者数 
・ 都心地域および周辺部自動車交通

量、渋滞長、旅行速度等 

3） パブリックレ

ーンの設置（道

路空間の再配

分） 

都心地域内での

回遊環境の向上 

都心地域への自

動車流入抑制 

主要な道路において、公共的な交通＇バス、
タクシー（のための専用レーン＇パブリックレー
ン（を設置し、公共的な交通の定時性、速達
性を確保する。併せて、自転車による都心地
域への移動を促進する。 

中央通り＇サンポート～上天

神交差点（ 

1 週間～１ヵ月

程度＇金曜のみ

とするなど、時

期を限定するこ

ともありうる（ 

・ 満足度、課題等＇利用者、買い物客、
通勤客等（ 

・ 望まれる運用＇ルート、区間など（ 
・ 都心地域および周辺部自動車交通

量、渋滞長、旅行速度等 
・ 自転車交通量等 

第二期 
※ 主に都心地域へ

の流入抑制施策

導入の可能性を

検討 

1） 都心地域循

環バス  

都心地域内での

回遊環境の向上 

主要な鉄道駅、施設等を巡る循環バスを走ら
せ、中心市街地の回遊性向上、まちなかでの
公共交通利便性の向上を図る。 

不便地域ルート／まちなかル

ート 

＇100m 程度の間隔でバス停

を配置（ 

3～6 ヶ月程度 

・ 満足度、課題、転換意向等＇利用者、
買い物客、通勤客等（ 

・ 望まれる運用＇ルート、乗り降り位置な
ど（ 

・ 周遊バス利用者数＇乗降箇所別（ 
・ 歩行者交通量、自転車交通量等 

○ 交通規制、バス等を手段とした都
心地域への自動車流入抑制策の検
証 

○ 都心地域内の回遊策の検証 
 
○ 新交通導入可能性検討（都心地
域内） 

 
※各施策の実施時期や期間のずれがあ
るため、施策のあるなしで調査を行い、
それぞれの施策の有効性を検証する。 

 
※「4（パーク＆バスライド」をウィンズ高松
＇JRA（で実施する場合、都心地域への
バスの移動を優先する「3（パブリックレ
ーンの設置＇道路空間の再配分（」と併
せて実施することも効果的であり、第一
期での実施も含めて、今後検討・調整す
る。 

3） パブリックレ

ーンの設置（道

路空間の再配

分） 

都心地域内での

回遊環境の向上 

都心地域への自

動車流入抑制 

主要な道路において、公共的な交通＇バス、
タクシー（のための専用レーン＇パブリックレー
ン（を設置し、公共的な交通の定時性、速達
性を確保する。併せて、自転車による都心地
域への移動を促進する。 

中央通り＇サンポート～上天

神交差点（ 

1 週間～１ヵ月

程度＇金曜のみ

とするなど、時

期を限定するこ

ともありうる（ 

・ 満足度、課題等＇利用者、買い物客、
通勤客等（ 

・ 望まれる運用＇ルート、区間など（ 
・ 都心地域および周辺部自動車交通

量、渋滞長、旅行速度等 
・ 自転車交通量等 

4） パーク＆バ

スライド 

都心地域への自

動車流入抑制 

都心地域周辺部または郊外部に駐車場を設
け、専用シャトルバスで都心地域へ利用者を
運ぶことにより、都心地域への自動車流入を
抑制する。 

【候補】ウィンズ高松＇JRA（ 
1 ヶ月程度＇平

日（ 

・ 満足度、課題、転換意向等 
・ パーク＆バスライド利用者数 
・ 都心地域および周辺部自動車交通

量、渋滞長、旅行速度等 

5） 通勤ラッシュ

時における上り

車線の交通規制 

都心地域への自

動車流入抑制 

【第１段階】片側に複数車線を有する幹線道
路について、金曜日の朝 7：00～8：30 の間、
上り車線をそれぞれ 2車線に絞る交通規制を
行う。＇エコ金デーと連携（ 
【第２段階】平日５日間連続の規制に強化す
る。＇２週間程度、時間帯 6：30～8：30を含む（ 

都心から約 2.5kmの地点で、

片側に複数車線を有する幹

線道路 

金曜：２ヶ月以

上＊平日：２週

間程度 

・ 満足度、課題、転換意向等 
・ ＪＲ、琴電利用者数 
・ 都心地域および周辺部自動車交通

量、渋滞長、旅行速度等 

付加施策 
第二期と同時期
またはそれ以降 

6） 都心地域内

駐車場料金施策

（駐車場マネジメ

ント） 

都心地域への自

動車流入抑制 

都心地域内の駐車場の料金に抵抗＇利用不
可とする、または料金を高く設定（を加え、都
心地域での自動車利用＇都心地域への流入（
を抑制する。 

都心地域内の公共＇県営・市

営（駐車場＇協力が得られれ

ば民間駐車場も含む（ 

1 週 間 程 度 

＇駐車場との協

議による（ 

・ 満足度、課題、転換意向等 
・ 駐車場利用台数 
・ 都心地域および周辺部自動車交通

量、渋滞長、旅行速度等 

※「5（通勤ラッシュ時における上り車線の
交通規制」等と併せて、都心地域への
流入抑制施策をさらに強化するものとし
て実施する。 

周知・啓発 
交通体系変革の必要性等について、市民への周知・啓発活動を、社会実験前に実施。 
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④社会実験後の展開  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

社会実験 

 

 

 

 

 

○交通規制、バス等を手段

とした都心地域への自動

車流入抑制策の検証 

・ パブリックレーンの設置 

・ パーク＆バスライド 

・ 通勤ラッシュ時における

上り車線の交通規制 

・ ＇都心地域内駐車場料金

施策（ 

 

○都心地域内の回遊策の

検証 

・ 都心地域循環バス 

・ パブリックレーンの設置 

 

 

新交通の導入の可能性

検討＇都心地域内（ 

第二期 

 

実験結果を踏まえた展開 
 

新交通システムの導入検討 

 
参考：国土交通省パンフレット「都市モノレール・新交通システム」＇平成 13年 4月（ 

資料：これからの都市交通＇都市交通研究会著（ 

建設費 

輸送力・輸送距離・速度 

バス 

都市モノレール 

新交通システム 

鉄道、地下鉄 

参考（交通手段の適合範囲 

路面交通 
システム  

ガイドウェイバス 
路面電車＇ＬＲＴ（ 

ＢＲＴ 

段階的検討・実施② 

＇延伸整備 等（ 

段階的検討・実施① 

＇既存ストックの活用による LRT整備（ 

利用促進する条件検討 

＇料金、時間帯 等（ 

新交通システム利用の

可能性 

検討するモードの選択 

LRT、バス、その他 
ニーズ・需要等の把握・
関係機関等との調整 

各種施策導入の可能性 

利用促進する条件検討 

＇料金、時間帯 等（ 

本格整備の検討・実施 拡大整備の検討・実施 

ニーズ・需要等の把握・
関係機関等との調整 

新交通システム以外の施策の導入検討 

ニ
ー
ズ
の
分
析
、
将
来
需
要
の
予
測
、 

他
の
交
通
機
関
へ
の
影
響
の
把
握 

等 

 

 

 

 

 

 

 

○主に鉄道を手段とした都

心地域への自動車流入

抑制策の検証 

・ パーク＆レールライド等 

・ パブリックレーンの設置 

 

○都心地域内の回遊策の

検証 

・ 都心地域循環バス 

・ パブリックレーンの設置 

 

 

新交通の導入の可能性

検討＇都心地域内／都心

地域～都心地域周辺部

等／都心地域周辺部等（ 

第一期 平成２３年ごろ 

第
一
期
実
験
の
検
証
、
調
整
、
計
画 

主に南北軸を中心に公

共交通の変革の可能性

を検討（新交通システム

の導入等の検討） 

主に都心地域への流入

抑制施策導入の可能性

を検討 
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１    戦略交通協議会の進め方 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６

４ 

第９回協議会（夏頃） 第７～８回協議会（3月～5月） 第６回協議会（12/2） 第４回～第５回協議会 
 ・まちづくりと将来都市構造を支える交通

戦略プラン 

 ・交通戦略プランの具体化に向けた琴電

の機能向上＇ＬＲＴ化（の考え方  

  

【高松市総合都市交通戦略検討協議会】 

・現状・課題の整理 

・高松市が目指す交通体系の考え方 

・新交通システム＇ＬＲＴ等（導入のイメー

ジ 

・導入ルート検討等 

・仏生山駅周辺整備などによる需要予測 

 

 

・将来の交通体系についての方向性の

共有 

・現軌道を活かすなど、新交通システム

を導入することに対する一定の方向性

の共有 

新交通システム導入検討 

 
 

 

 

・基本的な考え方＇再整理（ 

・新交通システム導入に向け

た段階的な展開 

等 

新交通システム導入検討 
 
 

・段階的展開に向けた社会実

験内容の検討 

・新交通システム導入を含め

た交通戦略計画＇案（の取り

まとめ 

等 

新交通システム導入検討 

総合都市交通計画（案） 

 
 

・段階的展開に向けた社会実

験内容等の検討 

・新交通システム導入を含め

た交通戦略計画の取りまと

め 

等 

新交通システム導入検討 

パブリックコメント 

目指すべき交通体系の考

え方を再度整理し、共通認

識を図る 

 

第１回～第３回協議会 
  

・都市交通の現状と課題 

 ・新交通システム検討の背景 

 ・高松市が目指す将来都市構

造の方向性と交通体系の在

り方  

 ・都心地域の果たすべき役割

と望ましい交通体系 

 ・将来の高松市を支える交通

体系の実現に向けた取組 

・高松地区における自転車を利用した都市づくり計画＇H２０．１１ 策定済み（ 

・高松市環境配慮型都市交通計画 ＇H２２．１ 策定済み（ 

総合都市交通計画＇案（ 

 

＜計画内容（目次案）＞ 

・計画の概要 

・高松市の現況と交通実態 

・高松市が目指す交通体系 

・総合都市交通計画（マスタ

ープラン） 

・アクションプラン（実現に向

けて） 

 

 
 
総合都市交通計画取りまとめ 

総合都市交通計画 

総
合
都
市
交
通
計
画
の
取
り
ま
と
め 


